
ー
給

与
勧

告
の

仕
組

み
と

本
年

の
勧

告
の

ポ
イ

ン
ト

ー

平
成

17
年

８
月

人
事

院

甲第８号証
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・
・
・
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７
た

め
の

地
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間
配

分
の
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直
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調
整

手
当

の
支

給
地

域
区

分
別

の
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・
・
・
・

８
地

域
手

当
支

給
地

域
一

覧

③
年

功
的
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給

与
上

昇
の

抑
制

と
職

務
・
職

責
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・
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・
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９
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応
じ
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俸
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④
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績
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０
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①
給

与
勧

告
の

対
象

職
員

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１

②
給
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③
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３

④
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与
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解
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⑤
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・
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５

⑥
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勧
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状

況
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・
・
・
・
・
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・
・
・
・
・
６

１
給

与
勧

告
の

仕
組

み
と

本
年

の
給

与
改

定



１
－

①
給

与
勧

告
の

対
象

職
員

公
務

員
に

は
、

国
家

公
務

員
９

５
．

５
万

人
と

、
地

方
公

務
員

３
０

８
．

９
万

人
が

い
ま

す
。

そ
の

う
ち

、
人

事
院

の
給

与
勧

告
の

対
象

と
な

る
の

は
、

給
与

法
の

適
用

を
受

け
る

一
般

職
の

非
現

業
国

家
公

務
員

約
３

０
．

３
万

人
で

す
。

総
計

約
４

０
４

．
４

万
人国

家
公

務
員

約
９

５
．

５
万

人

地
方

公
務

員
約

３
０

８
．

９
万

人

特
別

職
約

３
０

．
５

万
人

一
般

職
約

６
５

．
０

万
人

非
現

業
国

家
公

務
員

約
３

０
.
３

万
人

検
察

官
約

０
．

２
万

人

現
業

職
員

（
国

有
林

野
事

業
）

約
０

．
５

万
人

独
立

行
政

法
人

職
員

６
．

８
万

人

日
本

郵
政

公
社

職
員

約
２

７
．

１
万

人

（
注

）
１

国
家

公
務

員
の

数
は

平
成

１
７

年
度

末
予

算
定

員
等

に
よ

る
。

２
地

方
公

務
員

の
数

は
総

務
省

「
平

成
１

６
年

地
方

公
務

員
給

与
実

態
調

査
」
に

基
づ

い
て

推
計

し
た

も
の

で
あ

る
。

３
端

数
処

理
の

関
係

で
、

各
人

数
の

合
計

は
必

ず
し

も
一

致
し

な
い

。

一
般

行
政

官
、

外
交

官
、

税
務

署
職

員
、

刑
務

官
、

医
師

、
看

護
師

等



１
－

②
給

与
勧

告
の

手
順

人
事

院
で

は
、

官
民

給
与

の
比

較
の

基
礎

と
す

る
た

め
、

国
家

公
務

員
と

民
間

の
給

与
を

調
査

し
て

い
ま

す
。

そ
の

結
果

に
基

づ
い

て
、

官
民

の
４

月
分

の
給

与
（
月

例
給

）
を

精
密

に
比

較
し

て
得

ら
れ

た
官

民
の

給
与

較
差

を
解

消
す

る
こ

と
を

基
本

に
勧

告
を

行
っ

て
い

ま
す

。

４
月

分
給

与
（
約

3
5
万

人
を

対
象

）
４

月
分

給
与

（
行

政
職

（
一

）
）

ボ
ー

ナ
ス

（
過

去
１

年
間

の
支

給
状

況
）

情
勢

適
応

の
原

則
（
民

間
準

拠
）

各
府

省
、

職
員

団
体

等
の

要
望

・
意

見
を

聴
取

官
民

の
特

別
給

の
官

民
の

特
別

給
の

年
間

支
給

月
数

の
比

較
年

間
支

給
月

数
の

比
較

国
会

内
閣

法
案

提
出

(勧
告

の
取

扱
い

決
定

）
(給

与
法

の
改

正
）

民
間

給
与

の
調

査
（
実

地
）

（
企

業
規

模
1
0
0
人

以
上

か
つ

事
業

所
規

模
5
0
人

以
上

）
【
全

国
約

8,
3
00

事
業

所
】
（母

集
団

約
40

,0
00

事
業

所
）

国
家

公
務

員
給

与
の

調
査

〈
個

人
別

給
与

〉
（
約

2
9
万

人
（
新

規
採

用
者

等
を

除
く
）
全

員
を

対
象

）

従
業

員
別

調
査

※
給

与
改

定
の

有
無

に
関

わ
ら

ず
調

査
事

業
所

別
調

査

・
各

地
域

に
お

い
て

有
識

者
、

中
小

企
業

経
営

者
等

と
の

意
見

交
換

・
モ

ニ
タ

ー
等

を
通

じ
た

国
民

各
層

か
ら

の
意

見
聴

取

人
事

院
給

与
勧

告

俸
給

表
・
手

当
の

改
定

内
容

を
決

定

給
与

改
定

や
雇

用
調

整
等

の
状

況

〈
前

年
８

月
か

ら
当

年
７

月
ま

で
〉

民
間

と
公

務
（
行

政
職

民
間

と
公

務
（
行

政
職

(( 一
）
）
の

給
与

を
比

較
（
官

民
比

較
）

一
）
）
の

給
与

を
比

較
（
官

民
比

較
）

仕
事

の
種

類
、

役
職

段
階

、
学

歴
、

年
齢

等
を

同
じ

く
す

る
者

同
士

の
給

与
を

比
較

（
ラ

ス
パ

イ
レ

ス
方

式
）

ま
た

、
特

別
給

に
つ

い
て

も
、

民
間

の
特

別
給

（
ボ

ー
ナ

ス
）
の

過
去

１
年

間
の

支
給

実
績

を
精

確
に

把
握

し
、

そ
の

結
果

得
ら

れ
た

年
間

支
給

割
合

に
職

員
の

特
別

給
（
期

末
・
勤

勉
手

当
）
の

年
間

支
給

月
数

を
合

わ
せ

る
こ

と
を

基
本

に
勧

告
を

行
っ

て
い

ま
す

。



行
政

職
(一

)

（
事

務
・

技
術

職
員

）

1
・2

級
(係

員
等

)
甲

地
大

卒
2
2・

2
3歳

民
間

給
与

×
公

務
員

数

…

…

甲
地

調
整

手
当

非
支

給
地

乙
地

公
務

員
給

与
×

公
務

員
数

…

（
役

職
段

階
）

（
勤

務
地

域
）

（
学

歴
）

（
年

齢
階

層
）

短
大

卒
2
0・

2
1歳

民
間

給
与

×
公

務
員

数

…

…
公

務
員

給
与

×
公

務
員

数

…

高
卒

1
8・

1
9歳

民
間

給
与

×
公

務
員

数

…

…

公
務

員
給

与
×

公
務

員
数

…

中
卒

1
6・

1
7歳

民
間

給
与

×
公

務
員

数

…

公
務

員
給

与
×

公
務

員
数

…

各
勤

務
地

域
ご

と
に

、
「
甲

地
(調

整
手

当
1
2
％

)」
と

同
様

、
学

歴
別

、
年

齢
階

層
別

に
民

間
給

与
及

び
公

務
員

給
与

を
算

定

３
級

(主
任

等
)

４
級

(係
長

・
主

任
)

５
級

(係
長

)

６
級

(課
長

代
理

・

係
長

)

7
・8

級
(課

長
・

課
長

代
理

)

1
1級

(部
長

等
)

9
・1

0
級

(部
長

等
・

課
長

)

各
役

職
段

階
ご

と
に

、
「1

・
2
級

(係
員

等
)」

と
同

様
、

勤
務

地
域

別
、

学
歴

別
、

年
齢

階
層

別
に

民
間

給
与

及
び

公
務

員
給

与
を

算
定

（
民

間
給

与
総

額
（
Ａ

））
（
公

務
員

給
与

総
額

（
Ｂ

）
）

民
間

給
与

総
額

÷
公

務
員

総
数

＝
38

0,
7
03

円
（
ａ
）

公
務

員
給

与
総

額

÷
公

務
員

総
数

＝
38

2,
0
92

円
（
ｂ
）

本
年

の
官

民
較

差
△

1
,3

8
9
円

(△
0
.3

6
％

)
（
算

定
方

法
）

(a
) －

(b
)

2
4・

2
5歳 2

6・
2
7歳

１
－

③
官

民
給

与
の

比
較

方
法

（
ラ

ス
パ

イ
レ

ス
比

較
）

官
民

給
与

の
比

較
（
ラ

ス
パ

イ
レ

ス
比

較
）
に

お
い

て
は

、
個

々
の

国
家

公
務

員
に

民
間

の
給

与
額

を
支

給
し

た
と

す
れ

ば
、

こ
れ

に
要

す
る

支
給

総
額

（
Ａ

）
が

、

現
に

支
払

っ
て

い
る

支
給

総
額

（
Ｂ

）
に

比
べ

て
ど

の
程

度
の

差
が

あ
る

か
を

算
出

し
て

い
ま

す
。

…

（
調

整
手

当
12

%
）

甲
地

（
調

整
手

当
10

%
）

（
調

整
手

当
6%

）

（
調

整
手

当
3%

）

具
体

的
に

は
、

以
下

の
と

お
り

、
役

職
段

階
、

勤
務

地
域

、
学

歴
、

年
齢

階
層

別
の

公
務

員
の

平
均

給
与

と
、

こ
れ

と
条

件
を

同
じ

く
す

る
民

間
の

平
均

給
与

の

そ
れ

ぞ
れ

に
公

務
員

数
を

乗
じ

た
総

額
を

算
出

し
、

両
者

の
水

準
を

比
較

し
て

い
ま

す
。



１
－

④
官

民
の

給
与

較
差

の
解

消

本
年

の
官

民
の

給
与

較
差

（
△

1
,3

8
9
円

（
△

0
.3

6
％

）
）
の

解
消

に
当

た
っ

て
は

、
以

下
の

と
お

り
、

俸
給

及
び

扶
養

手
当

の
改

定
を

行
う

こ
と

と
し

ま
し

た
。

改
定

官
民

比
較

俸
給

△
1
,0

5
7
円

は
ね

返
り

分
△

1
1
8
円

扶
養

手
当

△
2
1
4
円

「
は
ね
返
り
分
」

と
は

、
調

整
手

当
等

の
よ

う
に

、
俸

給
等

の
一

定
割

合
で

手
当

額
が

定
め

ら
れ

て
い

る
た

め
、

俸
給

等
の

改
定

に
伴

い
手

当
額

が
増

減
す

る
分

を
い

う
。

（
注

）

較
差

△
1
,3

8
9
円

民
間

給
与

3
8
0
,7

0
3
円

公
務

員
給

与

3
8
2
,0

9
2
円



１
－

⑤
本

年
の

給
与

改
定

行
政

職
俸

給
表

(一
)に

つ
い

て
は

、
す

べ
て

の
級

の
俸

給
月

額
に

つ
い

て
同

率
の

引
下

げ
改

定
を

行
い

ま
す

。
ま

た
、

扶
養

手
当

に
つ

い
て

は
、

配
偶

者
に

係
る

支
給

月
額

を
50

0円
引

き
下

げ
ま

す
。

な
お

、
４

月
か

ら
施

行
日

の
前

日
ま

で
の

官
民

較
差

相
当

分
に

つ
い

て
は

、
１

２
月

期
の

ボ
ー

ナ
ス

で
調

整
し

ま
す

。

①
行

政
職

俸
給

表
(一

)

・
す

べ
て

の
級

の
俸

給
月

額
を

同
率

で
引

下
げ

（
改

定
率

△
0.

3％
）

扶
養

親
族

現
行

改
定

後
配

偶
者

　
　

　
 1

3
,5

0
0
円

　
　

　
　

1
3
,0

0
0
円

　
　

　
　
子

等
（
２

人
ま

で
）
 （

注
）

各
　

  
  

 6
,0

0
0
円

各
  

  
 　

6
,0

0
0
円

  
  

子
等

（
３

人
目

以
降

）
各

　
  

  
 5

,0
0
0
円

各
　

  
  

 5
,0

0
0
円

子
(1

6
歳

年
度

初
め

～
2
2
歳

年
度

末
）

加
算

  
　

5
,0

0
0
円

加
算

　
  

5
,0

0
0
円

②
指

定
職

俸
給

表

・
行

政
職

俸
給

表
(一

)と
同

程
度

の
引

下
げ

（
改

定
率

△
0.

3％
）

③
そ

の
他

の
俸

給
表

・
行

政
職

俸
給

表
(一

)と
の

均
衡

を
基

本
に

引
下

げ

・
配

偶
者

に
係

る
支

給
月

額
を

50
0円

引
下

げ

１
俸

給
表

２
扶

養
手

当

（
参

考
）
扶

養
手

当
の

支
給

額

モ
デ

ル
給

与
例

（
単

位
：
円

）

月
額

年
間

給
与

月
額

年
間

給
与

行
政

職
(一

)２
級

2
5
歳

独
　

身
1
8
4
,4

0
0

3
,0

2
4
,0

0
0

1
8
3
,8

0
0

3
,0

2
4
,0

0
0

0

行
政

職
(一

)３
級

3
0
歳

配
偶

者
2
3
4
,6

0
0

3
,8

2
9
,0

0
0

2
3
3
,4

0
0

3
,8

2
1
,0

0
0

△
8
,0

0
0

行
政

職
(一

)５
級

3
5
歳

配
偶

者
、

子
１

3
1
5
,9

0
0

5
,2

1
9
,0

0
0

3
1
4
,5

0
0

5
,2

1
2
,0

0
0

△
7
,0

0
0

行
政

職
(一

)５
級

4
0
歳

配
偶

者
、

子
２

3
5
4
,0

0
0

5
,8

4
2
,0

0
0

3
5
2
,5

0
0

5
,8

3
5
,0

0
0

△
7
,0

0
0

地
方

機
関

課
長

行
政

職
(一

)６
級

5
0
歳

配
偶

者
、

子
２

4
7
3
,9

1
0

7
,7

2
9
,0

0
0

4
7
1
,9

8
0

7
,7

2
1
,0

0
0

△
8
,0

0
0

本
府

省
課

長
行

政
職

(一
)1

1
級

4
5
歳

配
偶

者
、

子
２

7
2
9
,2

6
0

1
2
,3

3
6
,0

0
0

7
2
6
,3

2
0

1
2
,3

2
7
,0

0
0

△
9
,0

0
0

行
政

職
(一

)平
均

－
－

－
3
8
2
,0

9
2

6
,3

1
6
,0

0
0

3
8
0
,7

0
3

6
,3

1
2
,0

0
0

△
4
,0

0
0

本
府

省
局

長
指

定
職

７
号

俸
－

－
1
,1

0
9
,9

2
0

1
8
,5

3
2
,0

0
0

1
,1

0
6
,5

6
0

1
8
,5

5
5
,0

0
0

2
3
,0

0
0

事
務

次
官

指
定

職
1
1
号

俸
－

－
1
,4

5
7
,1

2
0

2
4
,3

2
9
,0

0
0

1
,4

5
2
,6

4
0

2
4
,3

5
8
,0

0
0

2
9
,0

0
0

年
間

給
与

額
の

差

係
員

係
長

勧
告

前
勧

告
後

（
注

）
１

人
目

に
つ

い
て

、
配

偶
者

が
い

な
い

場
合

（
11

,0
00

円
）
等

の
特

例
あ

り
。



１
－

⑥
最

近
の

給
与

勧
告

の
実

施
状

況

平
成

１
１

年
か

ら
１

５
年

ま
で

５
年

連
続

で
年

間
給

与
が

減
少

し
ま

し
た

が
、

１
６

年
は

月
例

給
、

特
別

給
と

も
に

水
準

改
定

が
あ

り
ま

せ
ん

で
し

た
。

本
年

は
、

公
務

員
の

月
例

給
が

民
間

を
上

回
っ

て
い

た
た

め
、

月
例

給
の

引
下

げ
（
△

0
.3

6
％

）
を

行
う

こ
と

と
し

ま
し

た
。

一
方

、
特

別
給

に
つ

い
て

は
、

民
間

に
合

わ
せ

て
、

0
.0

5
月

分
の

引
上

げ
を

行
う

こ
と

と
し

ま
し

た
。

月
例

給

勧
告

率
年

間
支

給
月

数
対

前
年

比
増

減
増

減
額

率

平
成

１
１

年
0
.2

8
％

4
.9

5
月

△
 0

.3
0
月

△
　

9
.6

万
円

△
 1

.5
％

平
成

１
２

年
0
.1

2
％

4
.7

5
月

△
 0

.2
0
月

△
　

7
.0

万
円

△
 1

.1
％

平
成

１
３

年
0
.0

8
％

4
.7

0
月

△
 0

.0
5
月

△
　

1
.6

万
円

△
 0

.2
％

平
成

１
４

年
△

 2
.0

3
％

4
.6

5
月

△
 0

.0
5
月

△
 1

5
.2

万
円

△
 2

.3
％

平
成

１
５

年
△

 1
.0

7
％

4
.4

0
月

△
 0

.2
5
月

△
 1

6
.5

万
円

△
 2

.6
％

平
成

１
６

年
勧

告
な

し
（
注

）
4
.4

0
月

-
-

-

平
成

１
７

年
△

 0
.3

6
％

4
.4

5
月

0
.0

5
月

△
　

0
.4

万
円

△
 0

.1
％

行
政

職
(一

)職
員

の
平

均
年

間
給

与
特

別
給

（
ボ

ー
ナ

ス
）

（
注

）
平

成
１

６
年

の
官

民
の

給
与

較
差

は
0
.0

1
％

。
水

準
改

定
以

外
の

勧
告

（
寒

冷
地

手
当

の
引

下
げ

改
定

等
）
あ

り
。



２
ー

①
公

務
員

給
与

に
地

場
賃

金
を

反
映

さ
せ

る
た

め
の

地
域

間
配

分
の

見
直

し

民
間

賃
金

の
地

域
差

を
よ

り
公

務
員

給
与

に
反

映
さ

せ
る

た
め

、
次

の
よ

う
な

措
置

を
講

じ
ま

す
。

①
民

間
賃

金
の

低
い

地
域

を
考

慮
し

て
俸

給
表

水
準

を
全

体
と

し
て

平
均

4
.8

％
程

度
引

き
下

げ
ま

す
。

②
民

間
賃

金
が

高
い

地
域

に
は

３
％

～
最

高
1
8
％

（
現

在
1
2
％

）
の

地
域

手
当

を
支

給
し

ま
す

。

③
転

勤
の

あ
る

民
間

事
業

所
の

賃
金

水
準

と
の

均
衡

を
考

慮
し

て
、

広
域

に
わ

た
る

異
動

を
行

う
職

員
に

対
し

、
異

動
後

３
年

間
、

異
動

距
離

に
応

じ
３

％
（
6
0
㎞

以
上

3
0
0
㎞

未
満

）
又

は
６

％
（
3
0
0
㎞

以
上

）
の

広
域

異
動

手
当

を
支

給
し

ま
す

。

現
行

公
務

の
現

行

俸
給

水
準

△
4
.8

％

調 整 手 当

見
直

し
後

△
4
.8

％

公
務

の
新

俸
給

水
準

地 域 手 当 18
％

民
間

民
間

公
務

員
公

務
員

〈
東

京
都

の
賃

金
水

準
〉

〈
北

海
道

・
東

北
の

賃
金

水
準

〉

公
務

の
現

行

俸
給

水
準

地 域 手 当 1
8
％

民
間

民
間

公
務

員
公

務
員

〈
東

京
都

の
賃

金
水

準
〉

〈
北

海
道

・
東

北
の

賃
金

水
準

〉

1
2
％

「
公

務
員

給
与

は
地

場
企

業
に

比
べ

て
高

い
」
と

い
う

批
判



２
－

②
現

行
の

調
整

手
当

の
支

給
地

域
区

分
別

の
地

域
手

当
支

給
地

域
一

覧

暫
定

1
0
%

暫
定

6
%

暫
定

3
%

1
8
%

特
別

区
1

1
5
%

町
田

市
、

大
阪

市
2

1
2
%

八
王

子
市

、
横

浜
市

、
川

崎
市

、
名

古
屋

市
、

吹
田

市
、

高
槻

市
、

西
宮

市

さ
い

た
ま

市
船

橋
市

豊
田

市
1
0

1
0
%

横
須

賀
市

、
京

都
市

、
豊

中
市

、
枚

方
市

、
神

戸
市

、
尼

崎
市

堺
市

、
東

大
阪

市
千

葉
市

、
福

岡
市

市
川

市
、

松
戸

市
、

藤
沢

市
、

相
模

原
市

、
大

津
市

、
奈

良
市

、
広

島
市

水
戸

市
1
8

6
%

仙
台

市
、

川
越

市
、

川
口

市
、

所
沢

市
、

越
谷

市
柏

市
、

静
岡

市
宇

都
宮

市
、

甲
府

市
、

津
市

、
四

日
市

市
1
1

3
%

札
幌

市
、

岡
崎

市
、

姫
路

市
、

和
歌

山
市

、
岡

山
市

、
北

九
州

市
、

長
崎

市

前
橋

市
、

富
山

市
、

金
沢

市
、

福
井

市
、

長
野

市
、

岐
阜

市
、

浜
松

市
、

豊
橋

市
、

一
宮

市
、

高
松

市

1
7

計
1

1
6

5
9

1
7

3
2
2

計
1
2
%

1
0
%

6
%

3
%

非
支

給
地

（
都

道
府

県
庁

所
在

地
又

は
人

口
３

０
万

人
以

上
の

市
）

調
整

手
当

地
域

手
当



２
ー

③
年

功
的

な
給

与
上

昇
の

抑
制

と
職

務
･職

責
に

応
じ

た
俸

給
構

造
へ

の
転

換

給
与

カ
ー

ブ
の

見
直

し
（
フ

ラ
ッ

ト
化

）
に

よ
り

、
年

功
的

に
上

昇
す

る
給

与
を

抑
制

し
ま

す
。

具
体

的
に

は
、

若
年

の
係

員
層

に
つ

い
て

は
俸

給
水

準
の

引
下

げ
を

行
わ

ず
、

中
高

齢
層

の
俸

給
水

準
を

７
％

引
き

下
げ

、
俸

給
表

全
体

で
は

平
均

4
.8

％
引

き
下

げ
ま

す
。

７
％

引
下

げ

俸 給 月 額

年
齢

平
均

4
.8

％
引

下
げ

［
現

行
］

［
見

直
し

後
］

課
長

の
給

与
カ

ー
ブ

補
佐

の
給

与
カ

ー
ブ

係
長

の
給

与
カ

ー
ブ

係
員

の
給

与
カ

ー
ブ

俸 給 月 額

年
齢

課
長

の
給

与
カ

ー
ブ

補
佐

の
給

与
カ

ー
ブ

係
長

の
給

与
カ

ー
ブ

係
員

の
給

与
カ

ー
ブ

職
務

・
職

責
に

基
づ

く
俸

給
水

準
を

確
保

し
ま

す
。

（
俸

給
表

の
職

務
の

級
間

の
水

準
の

重
な

り
を

縮
減

） 年
齢



縮
小

良
好

（
標

準
）

１
％

→
５

～
1
0
％

に
拡

大
特

に
優

秀

優
秀

2
0
％

→
2
5
～

3
0
％

に
拡

大

ボ
ー

ナ
ス

（
勤

勉
手

当
）
の

人
員

分
布

の
拡

大

一
定

の
事

由
に

該
当

し
た

場
合

（
分

布
率

な
し

）

２
ー

④
勤

務
実

績
の

給
与

へ
の

反
映

①
勤

務
成

績
を

昇
給

に
よ

り
反

映
さ

せ
や

す
く
す

る
た

め
、

現
行

の
号

俸
を

４
分

割
し

、
現

在
自

動
昇

給
化

し

て
い

る
普

通
昇

給
と

持
ち

回
り

に
な

り
が

ち
な

特
別

昇
給

を
勤

務
実

績
に

基
づ

く
昇

給
に

一
本

化
し

ま
す

。

②
ボ

ー
ナ

ス
（
勤

勉
手

当
）
に

つ
い

て
も

勤
務

実
績

が
支

給
額

に
よ

り
反

映
さ

れ
る

よ
う

、
今

回
の

ボ
ー

ナ
ス

の

支
給

月
数

の
増

加
分

を
活

用
し

て
、

「
特

に
優

秀
」

及
び

「
優

秀
」
の

成
績

区
分

の
人

員
分

布
を

拡
大

し
ま

す
。

012345678

現
行

１
号

俸
を

４
号

俸
に

細
分

化

普
通

昇
給

特
別

昇
給

新
た

な
昇

給
制

度

［
現

行
］

［
新

制
度

］

良
好

で
な

い
や

や
良

好
で

な
い

良
好

特
に

良
好

極
め

て
良

好

０

〈
成

績
区

分
ご

と
の

人
員

分
布

率
〉

人
員

分
布

率

昇
給

号
俸

数
２

４
６

８
以

上

2
0
％

５
％

(良
好

)
（特

に
良

好
）

［
定

員
の

15
％

以
内

］

1 号 俸 1 号 俸

1 号 俸

（
良

好

で
な

い
）

（
や

や
良

好
で

な
い

）

（
良

好
）

（特
に

良
好

）
（
極

め
て

良
好

）

良
好

（
標

準
）

未
満



２
－

⑤
広

域
異

動
手

当
の

新
設

現
行

俸
給

水
準 新

俸
給

水
準

△
4.

8％ 広
域

異
動

手
当

３
％

民
間

地
場

企
業

の
賃

金
水

準

転
勤

の
あ

る
民

間
企

業
の

賃
金

水
準

転
勤

の
無

い
公

務
員

広
域

展
開

企
業

の
賃

金
水

準
と

均
衡

さ
せ

る
た

め
、

広
域

異
動

手
当

を
支

給
し

ま
す

。
手

当
額

は
、

異
動

前
後

の
官

署
間

の
距

離
区

分
に

応
じ

て
、

6
0
㎞

以
上

3
0
0
㎞

未
満

の
場

合
は

３
％

、
3
0
0
㎞

以
上

の
場

合
は

６
％

を
乗

じ
た

額
と

し
ま

す
。

広
域

展
開

企
業

の
民

間
賃

金

広
域

異
動

手
当

６
％

約
3
.5

％

転
勤

す
る

公
務

員

6
0
㎞

以
上

3
00

㎞
未

満
の

範
囲

転
勤

す
る

公
務

員

3
00

㎞
以

上
の

範
囲

見
直

し
後

の
公

務
員

給
与

異
動

保
障

は
、

円
滑

な
異

動
を

確
保

す
る

た
め

に
現

在
受

け
て

い
る

地
域

給
与

の
水

準
を

一
定

期
間

保
障

す
る

も
の

で
す

。
他

方
、

広
域

異
動

手
当

は
、

広
域

展
開

企
業

の
賃

金
水

準
と

の
均

衡
を

図
る

も
の

で
す

。

〈
例

〉
前

橋
市

福
島

市

（
地

域
手

当
３

％
）

（
地

域
手

当
非

支
給

地
）

転
勤

60
㎞

以
上

30
0㎞

未
満

広
域

異
動

手
当

３
年

目
ま

で
３

％
支

給

１
年

目
２

年
目

３
年

目
４

年
目

広 域 異 動 手 当

2.
4％

異 動 保 障

異 動 保 障

3％
広

域
異

動
手

当

（
た

だ
し

、
広

域
異

動
手

当
の

額
が

異
動

保
障

の
額

を
超

え
る

分
の

み
を

支
給

）

他
の

県
に

本
店

を
有

す
る

支
店

（
東

京
都

及
び

大
阪

府
を

除
く
）

東
京

都
及

び
大

阪
府

を
除

く



①
管

理
職

の
職

務
・
職

責
を

端
的

に
反

映
し

得
る

よ
う

、

定
率

制
か

ら
定

額
制

に
移

行

②
地

方
機

関
の

管
理

職
に

つ
い

て
は

、
改

善
を

行
っ

た
上

で
定

額
化

（
１

）
俸

給
の

特
別

調
整

額
（
管

理
職

手
当

）
の

定
額

化
（
平

成
1
9
年

度
か

ら
実

施
）

（
３

）
本

府
省

手
当

の
新

設
（
平

成
2
2
年

度
ま

で
の

間
に

実
施

）

本
府

省
に

お
け

る
職

務
の

特
殊

性
・
困

難
性

、
人

材
確

保
の

必
要

性
に

配
慮

し
て

、
本

府
省

の
課

長
補

佐
、

係
長

及
び

係
員

を
対

象
と

し
た

本
府

省
手

当
を

新
設

２
種

（
本

府
省

室
長

等
）

３
種

（
府

県
部

長
等

）

４
種

（
管

区
課

長
等

）

2
5
％

支
給

率
2
0
％

５
種

（
府

県
課

長
等

）

本
府

省
課

長
補

佐
支

給
区

分

1
2
.5

％
８

％

１
種

（
本

府
省

課
長

等
）

廃
止

し
て

本
府

省
手

当
に

移
行

課
長

補
佐

→
俸

給
の

特
別

調
整

額
（
８

％
）
の

水
準

を
維

持

係
長

→
職

務
の

級
の

人
員

分
布

の
中

位
に

当
た

る
俸

給
月

額
×

４
％

程
度

（
1
0
％

）

（
注

）
カ

ッ
コ

内
は

現
行

の
率

1
7
.5

％

（
1
6
％

）

1
5
％

（
1
2
％

）

係
員

→
職

務
の

級
の

人
員

分
布

の
中

位
に

当
た

る
俸

給
月

額
×

２
％

程
度

専
門

的
知

識
を

も
っ

た
ス

タ
ッ

フ
職

の
処

遇
や

在
職

期
間

の
長

期
化

に
対

応
し

た
複

線
型

人
事

管
理

の
導

入
に

向
け

た
専

門
ス

タ
ッ

フ
職

俸
給

表
を

新
設

（
２

）
専

門
ス

タ
ッ

フ
職

俸
給

表
の

新
設

（
平

成
2
2
年

度
ま

で
の

間
に

実
施

）

新
た

な
行

政
職

俸
給

表
（
一

）
の

本
府

省
の

課
長

補
佐

級
か

ら
課

長
級

ま
で

の

給
与

水
準

に
対

応
。

３
級

構
成

程
度

２
－

⑥
そ

の
他

の
改

革



行
っ

た
行

わ
な

い

課
長

級
7
1
.2

2
8
.8

係
員

7
4
.9

2
5
.1

経
過

措
置

・
民

間
に

お
け

る
給

与
制

度
の

見
直

し
に

よ
り

基
本

給
が

下
が

っ
た

従
業

員
に

対
す

る
現

給
保

障
等

の
経

過
措

置
の

状
況

・
就

業
規

則
に

基
づ

き
賃

金
制

度
が

変
更

さ
れ

た
判

例

（
％

）

経
過

措
置

の
概

念
図

判
例

み
ち

の
く
銀

行
事

件
（
H

1
2
.9

.7
最

高
裁

）
（
無

効
）

ハ
ク

ス
イ

テ
ッ

ク
事

件
（
H

1
3
.8

.3
0
大

阪
高

裁
）

（
有

効
）

ノ
イ

ズ
研

究
所

事
件

（
H

1
6
.2

.2
6
横

浜
地

裁
）

（
無

効
）

概
要

　
経

営
の

合
理

化
の

た
め

に
5
5
歳

到
達

以
降

給
与

を
約

5
0
％

減
額

。
不

利
益

の
緩

和
に

十
分

な
経

過
措

置
が

な
い

こ
と

、
見

る
べ

き
代

償
措

置
が

な
い

こ
と

等
か

ら
、

無
効

と
さ

れ
た

。

　
能

力
賃

金
制

度
の

導
入

に
よ

る
給

与
減

額
者

を
対

象
と

し
て

最
大

1
2
年

半
に

及
び

減
額

分
を

保
障

し
た

事
案

で
、

有
効

と
さ

れ
た

。

　
成

果
主

義
型

賃
金

制
度

の
導

入
に

よ
り

、
一

部
職

員
の

給
与

を
２

年
か

け
て

1
4
～

2
2
％

引
下

げ
。

経
過

措
置

は
大

き
な

支
障

な
く
生

活
を

変
え

る
こ

と
が

で
き

る
の

に
相

当
な

期
間

等
を

考
慮

し
て

行
う

べ
き

と
判

示
さ

れ
、

無
効

と
さ

れ
た

。

昇
給

停
止

新
制

度
移

行
4.

8％
引

下
げ

俸 給 水 準

18
年

４
月

引
下

げ
を

行
わ

な
か

っ
た

場
合

の
俸

給
水

準

新
俸

給
水

準

２
ー

⑦
経

過
措

置


